
第
2
5
1
0
地

区
	
第

1
1
グ

ル
ー
プ

四
つ
の
テ
ス

ト
・

言
行
は
こ
れ
に
照

ら
し
て
か
ら
…
…

1
	

真
実

が
	

ど
う
か

2
	

み
ん
な

|
こ
公

平
か

3
	

好
意

こ
友
情

を
深

め
る
か

4
	

み
ん
な

の
た
め

|
こ
な

る
か
	

ど
う
か

2
0
0
3
～
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0
0
4

4
0

(
1
5
4
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笠
原

商
事

(
店
舗
賃
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代
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取
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だ
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笠
原
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0
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0
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1
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函

館
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西
旭

岡
1
丁

目
3
-
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T
E
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(
0
1
3
8
)
5
0
-
3
1
1
6

F
A
X
(
0
1
3
8
)
5
0
-
3
1
4
6

ロ
ー
タ

リ
ー
と
は

・
□
―
タ

リ
ー
は
.
事

業
お
よ
び
専
円
職
務

|
こ
携

わ
る
人

の々
世
界

的
奉
仕
団
体
で
す
。

□
―
タ

リ
ー
は
.
人

道
的
な
奉
仕

を
行

い
.

あ
ら
ゆ
る
職
業
に
お
い
て
高
度
の
道
徳
的
水
準
を
守

る
こ
と
を
奨

励
じ
.
世

界
理
解

と
平
和

を
目

]
旨
し
て
尽

力
し
て
い
ま
す

.

・
□
―
タ

リ
ー
は
、
世
界
で
最
初
の
奉
仕
ク
ラ
ブ
で
す
。
最
初
の
□

―
夕

|
リ
ー
・
ク
ラ
フ
は
、
0
"
年

2
月
2
3
9
に

.
米

国
イ

リ
ノ
イ
州

シ
カ
」
で
創
立
さ
れ
ま

し
た

.

・
□
―
タ

リ
ア
ン
は
.
辱

週
.
例

会
を
開
い
て
、
親
睦
さ
深

め
.
地

域
社
会

や
国
際
社

会
に

と
っ
て
重

要
な
問

題
に

つ

い
て
興

味
深

く
有

益
な

プ
ロ

グ
ラ
ム

を
楽

し
ん

で

い
ま
す
。

会
員
は

、
推
薦

制
度

に
よ

つ
て
入
会

し
、

そ
の

会

員
組

織
は
地
域

社
会

の
横

断
面

と
な

っ
て

い
ま
す
。

函
館
北
□
―
タ

リ
ー
ク
ラ
フ
は

w
e
b
(
ホ

ー
ム
ベ
ー
ジ

)
を
公
開

し
て
お
り
ま
す
。

h
i
t
p
l
ノ
、̈

碑
.
h
a
k
o
d
a
t
e
―

n
o
r
t
h
o
r
g
/

e
‐
m
a
i
l
ア
ド
レ
ス

r
o
●
γ
@
′
は
α
力

t
e
―
n
o
に
い
.
o
r
g

2
0
0
3
-
0
4
年

度
	
函
館
北
ロ

ー
タ

リ
ー
ク
ラ
フ
の
事
業

目
標

'
	
一
般
会
計
の
健
全
化

―
創
立

5
0
周

年
に
向
け
て

2
	
親
睦
「

こ
の
方

と
出
会

つ
て
よ
か

つ
た

1
」

-
2
0
0
3
年

9
月

2
1
日

創
立
記
念
式
興

懇
規
会

が
最
大
の
「

親
睦
の

曰
」

3
.
奉

仕
―

*
地

域
社
会

:
市

へ
交
通
安
全
車

(
1
'
ヽ

c
)
の

寄
贈

(
記
念

事
業

)

□
―
タ

リ
ー
に
よ
る
新
世
代
へ
の
教
育
開
野

意
叡
開
発
を
目
指
す
。

一
子
供
・

家
庭
・

躊
仕
委
員
熱

し
て
地
域
社
会

に
貢
献
す

る
一

*
国

際
奉
仕

:
国

際
奉
仕
活
動

の
・
芽 ・

を
言
て
る

今
、
他
国
で
は
、
一
万
円
の
奉
仕

の
価
値

が
十
倍
・

二
十
倍

に
た

か
め

ら
れ
ま
す
。

「
R
1
	
3
4
0
0
地

区
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
・

ジ
ョ
グ

ジ
ヤ
カ
ル
タ
・
タ
マ
ン
サ

リ
R
C
を

通
し
て
、
小
学
校

の
図
書
館
支
援

の
た
め
、
本
箱
・

机
・

本
1
5
0
0
冊

な
ど
の
物
品
を
寄
贈
す

る
.
」

4
.
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
・

コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
委

員
会
を
設
置

し
、
当
ク
ラ

フ
と
外

の
ク
ラ
フ
と
の
情
報
を

円
滑
に

し
、
合

わ
せ
て

会
員
企
業
の
情
報
交
換

に
貢
献
す

る
。

5
	
友
人
の
言
動
に
好
意
を
示

し
.
友

人
の
成
長
を
願

っ
て
、 ・

手 ・
を
貸

し
ま

し
ょ
う
。
一

―
―
L
g
」

a
卜
りヽ

″
l
d
	
T
よ

e
	
A
c
t
i
o
n
	
w
i
い

o
」
r
	
h
e
a
n
f
e
l
t
	
c
a
祀

―
―
f
g
	
R
o
t
a
げ

s
	
i
n
o
m
t
i
m
a
l
	
v
i
s
i
o
n
l

◎
1
月

1
4
日

出
席
報
告

会
	
	

員
3
9
名

出
席

率
対

象
会

員
3
8
名

出
席

規
定

免
除

会
員

1
名

出
席

率
規

定
免

除
会

員
1
名

当
	

日
	

出
	

席
2
4
名

1
4
名

他
ク

ラ
ブ

出
席

5
名

山
	
	

僣
.
	
	

△
	
	
=
上

●
口
	
	
	
	
′■ ,

	
	
	
	
に
	
	
	
	
	
0
1

2
9
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席
	
	
	
	

率
7
8
.
3
8
%

・
テ

レ
フ
ォ
ン
サ
ー

ビ
ス

(
例
会
移
動
案
内

)
電
話

2
6
-
3
1
7
0
番

2
月

1
8
日

「
函
館

野
外
劇

に
つ

い
て
」

輪
島
	
幸
雄

事
務
局
長

北
村
	
祐
治

会
長

テ
ー
マ
『
Y
E
S
,
I
	
D
O
!
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さ
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、
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動
し
よ
う
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員
卓
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「

旧
暦

と
尺
貫
法

あ
れ

こ
れ
」

石
橋

輝
大
会
貝

★会
長

北
村
祐
治
閥
)
★
幹
事

柴
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晃
担物日Ｕ

△〓△西

Ｉレおツ

函
館
国
際
ホ
テ
ル

[
i
週
水 曜

日
|
1
2
1
:
|
′

V
I
:
1
3
1

〒
0
4
1
‐
l
1
0
4
函
館
市
大
手
町

5
-
1
0
	
	
1
[
1
2
3
‐

5
1
i
l

事務局
1
函館市 大手町

i
‐
|
|
ニ
チ

E
I
ビ
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函
館
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
報

H
a
k
o
d
a
t
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N
o
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t
h
	
R
.
C
.

T
h
e
	
W
e
e
k
l
y
	
R
e
p
o
r
t
	
o
f

本
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

祝
日
休
会

次
回
・

2
月

1
1
日

プ
ロ
グ
ラ
ム

創
立
	
1
9
6
4
年

6
月

1
6
曰

認
証
	
1
9
6
4
年

1
0
月

1
9
曰

2
0
0
3
～

2
0
0
4
年

度
R
.
1
会
長

ジ
ョ
ナ
サ
ン

B
.
マ
ブ
イ
ア
ベ

国
際
□
―
タ
リ
ー
の
テ
ー
マ

『
手
を
貸
そ
う
』

(
広
告

掲
載

:
小

笠
原
	

孝
会

員
)

当
	

日
	

欠
	

席

メ
藤

■１１，

〓　　　　“

:
″
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1
月

2
8
日

卓
話
	
森
	
	

幸
子

氏

例
会
》

第
3
0
号

2
月

4
日

(
水

)
ロ



〈
1
5
1
)

◎
卓
話

'
こ

の
頃

の
函
館

観
光

」	
	
	

檜
山
観
光

バ
ス
帥

セ
ー

ル
ス

マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

森
	
	

幸
子

氏
(
道

民
カ

レ
ッ
ジ
学
士

第
1
号

)

◇
講

師
:
森
	

幸
子

さ
ん

の
紹

介

昭
和

2
3
年

函
館

市
に
生

ま
れ
、

函
館

西
高
校

を
卒

業

札
幌

や
東
京

の
バ

ス
会

社
勤

務
を
経

て
檜

山
観
光

バ
ス
棟

に
勤

務

同
社

の
取
締

役
や

系
列

旅
館

の
副
支

配
人

を
歴

任
後

の
現

在
も
観
光

バ
ス
ガ

イ
ド
そ

し
て
新

人
教

育

係
と

し
て

最
前
線

で
活

躍
中
。

国
内
旅
行

業
務
取

扱
主
任

、
労

務
管
理

士
、
ホ
ー

ム
ヘ

ル
バ
ー

2
級

、
販
売

±
3
級

の
資

格
も
有
す

る
。

「
学

ぶ
」
こ
と
を

目
的

に
、
平

成
1
2
年

か
ら
2
年

近
く
求

職
し
、
高
等

技
術

専
門
学

校
や
道

民
カ

レ
ッ

ジ
ヘ

の
入
学

な
ど

「
生
涯

学
習
」
へ

の
挑

戦
が

始
ま

り
、
「
こ
れ

か
ら
も
色

々
な

こ
と
に
チ

ャ
レ
ン
ジ

し
て

い
き
た

い
」

と
の
信
念

を
持

ち
続

け
る
ス

ー
パ

ー
ウ
ー

マ
ン
で
す

。

◇
道

民
カ

レ
ッ
ジ

と
森

さ
ん

道
民

カ
レ
ッ
ジ
は
、
生
涯

学
習

の
場

を
提

供
す

る
い
わ

ゆ
る
社

会
人

の
た

め
の
大

学
的
存

在
で
、
テ

レ
ビ
に
よ

る
大
学

放
送
講

座
、
大
学

や
市

町
村

が
行

な
う
連

携
講

座
に
よ

り
単
位

を
取

得
す

る
こ

と

で
学

士
、
修

士
、
博

士
の
順

に
称

号
が
与

え
ら
れ

ま
す
。

森
さ
ん

は
平
成

1
3
年

9
月

か
ら
始

ま
つ
た
道

民
カ

レ
ッ
ジ
の
学

士
第

1
号

で
、
平

成
1
4
年

7
月

に

学
士

に
認

定
さ
れ

、
平
成

1
4
年

9
月

放
送

の
北
海

道
文

化
放

送
(
U
H
B
テ

レ
ビ
)
は

っ
か

い
ど

う
N

O
W
	
i
北

の
人

め
ぐ

り
」

で
も
紹

介
さ
れ

ま
し
た
。

平
成

1
5
年

2
月

に
は
修

士
に
第

2
号

と
し
て

認
定

さ
れ

、
そ

の
後

す
ぐ
に
北
海

道
教

育
委

員
会
講

師

バ
ン
ク
の
講

師
に

も
登
録

さ
れ

ま
し
た
。

道
民

カ
レ

ッ
ジ
の
学

生
数

は
現

在
1
1
.
0
0
0
人

で
、	

こ
の

う
ち
学

士
は
第

1
1
号

ま
で

、
修

士
は
第

2

号
ま
で
、

博
士

は
第

1
号

ま
で

認
定

さ
れ

て
い

ま
す
。

◇
こ
れ

ま
で

の
“お

話
(
講
師

)
履

歴
"

「
講

師
1
0
0
」

か
ら
～

～

1
.
業

界
	
4
月

1
日

主
催
=
湯

の
川
温

泉
・

某
旅
館

「
函
館

の
観
光

名
所

探
索

」
1
時

間
3
0
分

¨̈
…
…
7
0
名

2
.
業

界
	
4
月

2
1
・
2
2
日

主
催
=
函

館
国
際

観
光

コ
ン
ベ

ン
ン

ヨ
ン
・
函

館
地

区
ハ

イ
ヤ

ー
協

会
・
函
館

地
区
バ

ス
協
会

「
平

成
1
5
年

度
・

接
遇
研

修
会
」

ハ
イ

ヤ
ー
・

バ
ス
運

転
手

1
時

間
3
0
分

…
…
2
5
0
名

×
2
回

場
所

:
函

館
市

民
会

館
・

中
ホ

ー
ル

(
1
5
2
)

3
.
道

・
生

涯
学

習
協

会
・
檜

山
管

内
教

育
委

員
会

連
絡

協
議

会
…

道
民

カ
レ

ッ
ジ
連

携
講

座

6
月

5
日
	

場
所

:
上

ノ
国

町
ジ

ョ
イ

じ
ょ

ぐ
ら

「
ふ

る
さ

と
再

発
見

」

1
時

間
…

…
…

4
.
業

界
	
	
6
月

1
3
日

主
催
=
函

館
市

内
・
団
体
	

場
所

名

ベ
ル
・
ク

ラ
ン

ッ
ク

「
函

館
新

発
見

」

1
時

間

V

5
.
後

志
・
蘭
越
	
6
月

1
8
日

主
催
=
後

志
女
性

団
体
連

絡
協

議
会

場
所

:
蘭

越
町

山
村

開
発

セ
ン
タ
ー
	
1
時

間
3
0
分

「
発
車

オ
ー

ラ
イ

1
私

の
旅

路
」

6
.
渡

島
	
	
6
月

2
4
日

主
催
=
渡

島
女
性

団
体

連
絡

協
議

会

場
所

:
木

古
内
町

中
央
公

民
館
	
	
	
1
時

間
1
5
分

「
観

光
バ

ス
の
職

業
観

か
ら
得

た
も
の
」

7
.
道

・
教
育

大
学
	
8
月

6
日

主
催
=
岩

見
沢

校
・

社
会

教
育
主

事
講

習
	

場
所

:
岩

見
沢

校
	
	
2
時

間
・

「
キ

ャ
リ
ア

ア
ッ
プ

～
私

の
生
涯

学
習
実

践
」

7
0
名

3
0
0
名

3
3
0
名

1
0
名

芸
術

ホ
ー

ル
	
「
函

館
の
文

化
(
観
光

)
」

3
0
分

…
…

…
3
0
名

V

8
.
業

界
	
	
9
月

1
8
日

主
催
=
函

館
市

内
・

団
体
	

場
所

9
.
空

知
・
上

砂
川
	
1
0
月

4
日

主
催

=
日

本
赤

十
字

社
北

海
道

支
部

空
知

地
区

場
所

:
上

砂
川

町
体

育
セ

ン
タ
ー
	
1
時

間
3
0
分

「
人

を
楽

し
く
、

勇
気

づ
け

る
話

し
方

」

1
0
.
渡
・
長

万
部
	
1
1
月

1
3
日

'
い

き
い

き
大
学

"
「

旅
は
道

連
れ

～
高
齢

社
会

を
楽

し
く
生

き
る
～
」

1
時

間
3
0
分
	
	
6
0
歳

以
上

の
高

齢
者
対

象
と
の
事

で
す

。

1
1
.
渡
・
八
雲
	
	
1
1
月

1
7
日
	
「
私

が
出
逢

っ
た

子
供
達

」
	
	
1
時

間
3
0
分

3
5
0
名

3
0
0
名

3
0
0
名

ヽ
´

平
成

1
5
年

4
月

1
日

に
、
道

教
委

「
講

師
1
0
0
」

の
依

頼
に
お

答
え
す

る
に
当
た

っ
て

は
、
同
年

「
B

U
	
S
	
1
0
0
年

」
の
記
念

で
も
あ

り
、

こ
れ

ま
で

の
ご
恩
返

し
が
で

き
れ
ば

と
、
会
社

に
お

伺
い

を
立

て

て
か

ら
、
お

受
け
す

る
こ

と
に
な

り
ま

し
た
が

、
平
成

1
3
年

7
月

8
日

の
道

民
カ

レ
ッ
ジ
・
学
t
認

定

授
与

以
来

、
1
0
月

札
幌

か
で

る
2
・

7
で

の
道

教
委
研

修
「
パ

ネ
ル
・

フ
ォ
ー

ラ
ム
」
か

ら
広

く
知

っ

て
頂

く
事

に
な

つ
た

よ
う
で

す
。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

以
上


